


















































1 x: ,1l'I完a記念 m n>L. 1, 1爪
術な訓告を行ない、
物．バわず’
H
らん叩を絶った近術文併のぷぷをぷ現されたことに向い一北側を仰げたコ
・本年は問れの
h
・4hnutι
モギ
J
コ
lv
・－
z
、
仏川じ何
AMHhJlFd
」4
手JAH
その巾で論証性への努力が最もうかがわれた点で記念賞に選ばれた一授賞式の最後にあい
さつに立った近街道降氏があいさつの途中で思わず絶句したことにも、この授賞のも、っ．つの側而があったといえる
最後に本記念センターポストドクターの武井氏による、
センター所蔵資料の
H
録一覧が連載された民地道な仕
事であるが、これもきわめて抗要な労作である口
本年、岐冬とされ存の気配が早く、桜の開花も早かった
c
しかし、折からの新たな陛界恐慌が進行中
断・山んは
くりかえすが経験は伝わらないようだ
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それだけに記録にしっかり刻み、
後附へも伝えるわれわれの作業は肢も
比山ぃ健的で、以も側仙あ ものと考えている次ひ以ドもぜひ仰則符いただきたい
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九年．二月二．九日
愛知大学京一肌同文訂院大学記念センター長藤川佐久
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